ニヒリズム

　生きると言うことは、生産と消費を繰り返す事だ。

いかなる理由があろうとも、基本的に、生産をしなければ消費はできないのだ。国家の保障する必要最低限の消費ならば、生産活動に従事しなくても、生活することはできる。しかしそれは例外的な生き方なのだ。
この社会に生きる多くの人間は、消費以上に生産をする。そして、その余剰分を、未来のために蓄えておく。未来のために備えておかなければならない、そういう社会なのだ。私たちも当然、その必要性は感じている。
義務なのだ。だから、血が騒ぐのだ。

コードレス式の電動ドリルのバッテリーを充電する。

どこからか、犬の鳴き声が聞こえる。

換気扇が、もがくような悲鳴をあげて、逆回転を始める。
外はそうとうの強風だ。

雨もパラつきだしたぞ。

人間を含む動物は本来、生産力以上の消費をする、と言う生活を続けようとしない。
きっと本能が叫んでいるのだ。

危険だと叫ぶのだ。

土砂降りの中、公園まで歩いてみると、白黒の斑の犬が、紅葉の木につながれて、ワンワンと鳴きじゃくるのだ。鎖をジャラジャラ言わせながら、じたばたと暴れるのだ。降りしきる雨のせいで薄暗い昼日中、俺は、ずぶ濡れになったズボンから、しけったタバコを取り出して口にくわえた。
妙に感情が高ぶったから、頬を伝わる液体は雨水でなく、きっと涙だ。
